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テーマ１
福岡市＜視察先＞
親亡き後の住まいについて

株式会社カムラック＜視察先＞
障害者就労継続支援事業についてテーマ２

障
が
い
者
の
地
域
生
活
を
支
え
る

住
ま
い
支
援

　

福
岡
市
で
は
、「
親
亡
き
後
の

住
ま
い
に
つ
い
て
」
及
び
「
障
が

い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設
支
援

事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
行

政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
市
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け

ら
れ
る
体
制
の
構
築
に
向
け
、
国

の
制
度
を
補
完
す
る
市
独
自
の
補

助
制
度
を
創
設
し
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
整
備
を
促
進
し
て
い
ま

す
。
利
用
者
数
及
び
事
業
所
数
は

と
も
に
増
加
し
、
障
が
い
福
祉
計

画
の
見
込
み
量
を
上
回
る
ペ
ー
ス

で
整
備
が
進
ん
で
い
る
一
方
で
、

重
度
障
が
い
者
や
強
度
行
動
障
が

い
の
あ
る
方
の
受
け
入
れ
先
の
確

保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
開
設
時
に
必
要

と
な
る
備
品
購
入
費
や
消
防
設
備

費
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
費
等
に

対
す
る
補
助
に
よ
り
、
既
存
物
件

の
活
用
を
含
め
た
事
業
者
の
参
入

障
壁
の
低
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
重
度
障
が
い
者
を
受
け
入

れ
る
事
業
所
に
対
し
て
は
、
市
独

自
に
１
人
当
た
り
年
額
約
80
万
円

の
運
営
費
補
助
を
行
い
、
国
の
基

準
を
超
え
る
職
員
配
置
を
可
能
と

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
制
度
や
指
定
手
続
き
、

不
動
産
情
報
等
を
一
元
的
に
提
供

す
る
「
開
設
応
援
サ
イ
ト
」
の
運

用
や
、
不
動
産
事
業
者
と
の
連
携

に
よ
る
物
件
確
保
支
援
な
ど
、
包

括
的
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
補
助
制
度
が
あ
っ
て

も
な
お
重
度
対
応
が
進
み
に
く
い

背
景
と
し
て
、
人
材
確
保
の
困
難

さ
や
運
営
コ
ス
ト
の
高
さ
な
ど
、

制
度
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
構

造
的
課
題
が
あ
る
こ
と
や
、
将
来

需
要
の
把
握
が
難
し
い
実
態
が
あ

る
こ
と
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
民
間
参
入
の

障
壁
を
的
確
に
取
り
除
く
制
度
設

計
は
本
市
に
お
い
て
も
参
考
と
な

る
」 

、 「
小
規
模
自
治
体
に
お
い
て

は
顔
の
見
え
る
関
係
性
を
活
か
し

た
個
別
対
応
や
空
き
家
等
の
活
用

が
有
効
で
あ
る
」
な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
じ
、
本
市
に

お
い
て
は
実
態
に
即
し
た
ニ
ー
ズ

把
握
や
、
計
画
的
に
地
域
生
活
を

支
え
る
基
盤
整
備
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

株
式
会
社
カ
ム
ラ
ッ
ク
で
は
、

「
障
害
者
就
労
継
続
支
援
事
業
に

つ
い
て
」
行
政
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

同
社
は
、「
障
害
の
あ
る
人
が

戦
力
と
し
て
働
き
、
納
税
者
と
な

る
社
会
の
実
現
」
を
理
念
に
掲
げ
、

就
労
継
続
支
援
Ａ
型
・
Ｂ
型
及
び

就
労
移
行
支
援
事
業
を
一
体
的
に

運
営
し
て
い
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
分
野
を

中
心
と
し
た
業
務
を
企
業
か
ら
受

託
し
、
そ
の
事
業
収
入
に
よ
っ
て

利
用
者
賃
金
を
支
払
う
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
で
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
依
存
し
す
ぎ
な
い
持
続
可
能

な
就
労
支
援
モ
デ
ル
を
実
現
し
て

い
ま
す
。

　

就
労
支
援
の
仕
組
み
と
し
て

は
、
Ｂ
型
事
業
所
を
訓
練
機
能
、

Ａ
型
事
業
所
を
就
労
機
能
、
就
労

移
行
支
援
を
企
業
へ
の
接
続
機
能

と
位
置
付
け
、
段
階
的
に
一
般
就

労
へ
移
行
で
き
る
三
層
構
造
を
形

成
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。
ま

た
、
実
務
経
験
と
ス
キ
ル
の
習
得

を
同
時
に
実
現
し
て
お
り
、
就
労

の
質
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
多
様
な
人
材
が
支
援

側
と
し
て
関
わ
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
で
、
専
門
性
の
確
保
と

人
材
不
足
へ
の
対
応
を
図
っ
て
い

る
点
も
特
徴
的
で
す
。
福
祉
と
産

業
を
結
び
付
け
、
利
用
者
を
「
支

援
さ
れ
る
側
」
で
は
な
く
「
働
く

主
体
」
と
し
て
位
置
付
け
る
考
え

方
は
、
従
来
の
就
労
支
援
の
枠
組

み
を
超
え
る
も
の
で
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、「
事
業
収
益
に

よ
っ
て
賃
金
を
確
保
す
る
仕
組
み

は
持
続
可
能
な
モ
デ
ル
で
あ
る
」、

「
場
所
に
と
ら
わ
れ
な
い
Ｉ
Ｔ
業

務
の
活
用
は
地
方
に
お
け
る
就
労

機
会
の
拡
大
に
つ
な
が
る
」
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
じ
、
障
害
の

あ
る
方
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

は
、
福
祉
施
策
と
し
て
の
側
面
に

加
え
、
地
域
産
業
と
の
連
携
に
よ

る
持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま
し

た
。
本
市
に
お
い
て
も
、
一
般
就

労
へ
の
移
行
を
見
据
え
た
段
階
的

支
援
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
を

深
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

障
害
者
就
労
支
援
の

持
続
可
能
モ
デ
ル

令和 8 年 1 月 26 日

※このページの用語は視察先の表記に合わせました
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ハラスメント調査特別委員会の設置

調査報告書を受理

　３月 30 日（月）「長門市ハラスメント事案に関する第三
者調査委員会」から調査報告書が提出されました。

【委嘱事項：⑴ 市議会議員と市職員との間における令和７年２月１４日、同月１８日、同年３
月２１日及び同年４月２日の各事案に関する事実関係並びにこれらの各事案に関連する事情の
調査　⑵ 関係者からの事情聴取　⑶ 資料の収集、分析及び検討　⑷ 報告書の作成 ⑸ 市議会
を含む市のハラスメント対応に関する体制の検証及び再発防止の提言　⑹ 長門市議会議員政
治倫理条例第３条（政治倫理基準）第１項第１号、第４号及び第７号に定める政治倫理基準に
市議会議員の言動が該当するか否かの検証　⑺ その他業務】

▲画像：調査報告書を受け取る
　　　　重村委員長

調査期間：令和７年 10 月 15 日～ 12 月 16 日
調査方 . 法：対象者ヒアリング及びアンケートの実施（現
在在職している全ての市職員、市議会議員（現職及び令和
６年度の市議会議員）、回答：合計 377 件）

※パワーハラスメントとは、職
場において行われる
①優越的な関係を背景とした言
動であって、
②業務上必要かつ相当な範囲を
超えた言動により、
③労働者の就業環境が害される
ものであり、①～③までの要素
を全て満たすものをいう。

令和７年４月２日の行為のパワーハラスメントの該当性
　特定の議員及び議長並びに執行部の特別職が、市職員に
対して直接面談の場を設定し、謝罪の受け入れや発言の撤
回を求め、漫然と１時間以上にわたり面談を継続させた行
為は、パワーハラスメントの 3 要件をすべて満たすことか
ら、パワーハラスメントに該当する。

重村委員長コメント　３月 30 日、弁護士からの調査報告書を受理いたしました。
ハラスメント行為に該当する可能性のある日が計４日にわたり、かつ調査対象
者が 10 名以上に及んだため、報告書の受理に時間を要しましたこと、関係者の
みなさま並びに市民のみなさまに深くお詫び申し上げます。
　調査特別委員会として報告書の内容を真摯に受け止め、ハラスメントの再発
防止・根絶に向けた取り組みを早期に取りまとめます。次期６月定例会にて、
当委員会としての最終的な調査報告書を改めてお示しいたします。

詳しくは、
長門市議会
ホームページで
ご確認くださ
い。

　令和７年６月１３日、議会は長門市議会議員による市職員へのハラスメント事案に関し必要
な事項を調査するため、「ハラスメント調査特別委員会」を設置しました。また、地方自治法
第１００条の２の規定に基づき、専門的な調査を有識者に依頼することを決め、山口県弁護士
会から推薦を受けた弁護士３名による「長門市ハラスメント事案に関する第三者調査委員会」
に調査を委託しました。

調査結果：ハラスメント該当性（該当〇、　非該当 ×）
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▶季節は初夏へ向けて準備を進
めています。長門市内でも海の
青や山の緑が鮮やかに輝く季節
となりました▶新たな進路へ歩
み出した学生さんや新社会人の
方は、新生活にも慣れて充実し
た毎日を送られている頃でしょ
うか。送り出したご家族のほう
が寂しがっているのかもしれま

委 員 長　　田 村 大 治 郎
副委員長　　尾 﨑 貴 夫
委　　員　　林 　 哲 也
　 　 　 　 米 弥 又 由
　 　 　 　 ひ さ な が 信 也
　 　 　 　 首 藤 元 嘉

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／広報広聴常任委員会

白石　迅 さん（31 歳）
仙崎在住

せんね▶さて、地域では体育祭
の練習をする子どもたちの元気
な声が響いています。この活気
をいつまでもみなさまと共に未
来へ繋ぐため、みなさまの生活
に密着し議員の顔が見える情報
発信に努めてまいります。まず
は「まちかどトーク」でお世話
になります。（田村）

編集後記

まちの声
長門市議会に関してインタビューを行いました

Ｑ議会だよりを読まれていますか。
Ａ はい、地域の動きを知るため拝読しています。
Ｑ ケーブルテレビや SNS で議会の情報を発信していま

すが、ご覧になりますか。
Ａ  SNS や映像は効率よく情報が得られるため、日常的

に確認しています。
Ｑ 議会報告会（まちかどトーク）をご存じですか。
Ａ 存在は認識していますが、今後ぜひ参加してみたいと

考えています。
Ｑ 議会や議員に望むことがあればお聞かせください。
Ａ 地域資源を活かした産業づくりと民間連携の強化に期

待します。迅速な意思決定と発信で魅力を広げてほし
いです。

Ｑ 長門市の魅力についてお聞かせください。
Ａ 食・自然・人の温かさが魅力です。海山の恵みと文化

を磨き、発信して交流と経済の循環を育て、次世代へ
つなぎたいです。

　３月 14・15 日、日置地区の神田小学校
と青海島の通小学校で閉校式が行われまし
た。
　神田小では太鼓演奏や思い出の動画、通
小では 40 年以上受け継いできた伝統の鯨
唄や賑やかな餅まきが行われ、地域のみな
さまと歩んだ歴史を振り返る温かな時間と
なりました。
　明治から続く長い歴史に一区切りを迎え
ましたが、両校で培われた絆や学びの精神、
支え合う心は、新年度から統合先へ通う子
どもたちの未来を支える力として、これか
らも地域の大切な宝として受け継がれてい
くことでしょう。

 あなたの声を
聞かせてください

議会報告会
（まちかどトーク）

【お問い合わせ】 
長門市議会事務局 
TEL 0837-23-1248（直通）  
またはお近くの議員まで


